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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、無線時分割多重（ＴＤＤ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）通信システ
ムにおいて空間処理を実行するための方法：
　第１のリンクを介して受信した第１の送信を処理し、前記第１のリンクを介して受信し
たデータ送信および第２のリンクを介して送信したデータ送信の両方のための空間処理の
ために使用可能な少なくとも１つの固有ベクトルを得る；および
　前記第２のリンク上への送信前に前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第２の
送信のための空間処理を実行する。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第３
の送信に対して空間処理を実行し、前記第３の送信のためのデータシンボルをリカバーす
ることをさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第１の送信は、前記第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固
有モードで受信したスチアドパイロットである、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記第１の送信は、複数の送信アンテナから送信された複数のパイロット送信から構成
されるＭＩＭＯパイロットであり、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記Ｍ
ＩＭＯパイロットの受信器により識別可能である、請求項１の方法。
【請求項５】
　第１の送信を処理することは、前記ＭＩＭＯパイロットに基づいて前記第１のリンクの
ためのチャネル応答推定値を得ること、および前記チャネル応答推定値を分解して前記第
１リンクおよび第２リンクのための空間処理のために使用可能な複数の固有ベクトルを得
ることを含む、請求項４の方法。
【請求項６】
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　前記第１のリンクのための前記チャネル応答推定値は、特異値分解を用いて分解される
、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、パイロットシンボルに対して空間処理を
実行し、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モードへの
送信のためのスチアドパイロットを発生することをさらに具備する、請求項４の方法。
【請求項８】
　前記第２の送信は、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの１つの固有モード上
へ送信するために１つの固有ベクトルで空間的に処理される、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記第２の送信は、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの１つの固有モードへ
の送信のために、正規化された固有ベクトルで空間的に処理される、請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記第１の送信は、前記第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの１つの固有モードの
ための正規化された固有ベクトルで発生されたスチアドパイロットであり、前記正規化さ
れた固有ベクトルは、同じ大きさを有する複数のエレメントを含み、前記第１のリンクお
よび第２のリンクのための空間処理に使用可能な１つの固有ベクトルが得られる、請求項
１の方法。
【請求項１１】
　前記第１のリンクのためのチャネル応答推定値が前記第２のリンクのためのチャネル応
答推定値と可逆的であるように前記第１のリンクおよび第２のリンクを較正することをさ
らに具備する、請求項１の方法。
【請求項１２】
　前記較正は、前記第１および第２のリンクのための前記チャネル応答推定値に基づいて
前記第１のリンクのための補正因子を得ること、および前記第１および第２のリンクのた
めの前記チャネル応答推定値に基づいて前記第２のリンクのための補正因子を得ることを
含む、請求項１１の方法。
【請求項１３】
　前記ＴＤＤ　ＭＩＭＯ通信システムは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、
前記第１の送信のための処理および前記第２の送信のための前記空間処理は複数のサブバ
ンドの各々に対して実行される、請求項１の方法。
【請求項１４】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ)通信システム
における装置：
第１のリンクを介して受信した第１の送信を処理し、前記第１のリンクを介して受信した
データ送信および第２のリンクを介して送信したデータ送信の両方のための空間処理に使
用可能な少なくとも１つの固有ベクトルを得る手段；および
前記第２のリンク上に送信する前に前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第２の
送信に対して空間処理を実行する手段。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第３
の送信に対して、空間処理を実行し、前記第３の送信のためのデータシンボルをリカバー
する手段をさらに具備した請求項１４の装置。
【請求項１６】
　前記第１の送信は、前記第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固
有モード上で受信したスチアドパイロットである、請求項１４の装置。
【請求項１７】
　前記第１の送信は、複数の送信アンテナから送信された複数のパイロット送信から構成
されるＭＩＭＯパイロットであり、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記Ｍ
ＩＭＯパイロットの受信器により識別可能である、請求項１４の装置。
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【請求項１８】
　前記ＭＩＭＯパイロットに基づいて前記第１のリンクのためのチャネル応答推定値を得
る手段；および
　前記チャネル応答推定値を分解して、前記第１および第２リンクのための空間処理に使
用可能な複数の固有ベクトルを得る手段をさらに具備する、請求項１７の装置。
【請求項１９】
　下記を具備する、無線時分割多重化(ＴＤＤ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）通信シス
テムにおける装置：
　第１のリンクを介して受信した第１の送信を処理し、前記第１のリンクを介して受信し
たデータ送信および第２のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理
に使用可能な少なくとも１つの固有ベクトルを得るように機能的に作用するコントローラ
；および
　前記第２のリンク上への送信の前に少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第２の送
信のための空間処理を実行するように機能的に作用する送信空間プロセッサ。
【請求項２０】
　少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第３の送
信に対して空間処理を実行し、前記第３の送信のためのデータシンボルをリカバーするよ
うに機能的に作用する受信空間プロセッサをさらに具備する、請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記第１の送信は、前記第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固
有モード上で受信したスチアドパイロットである、請求項１９の装置。
【請求項２２】
　前記第１の送信は、複数の送信アンテナから送信された複数の送信から構成されるＭＩ
ＭＯパイロットであり、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイ
ロットの受信器により識別可能である、請求項１９の装置。
【請求項２３】
　前記コントローラは、前記ＭＩＭＯパイロットに基づいて前記第１のリンクのためのチ
ャネル応答推定値を得る、および前記チャネル応答推定値を分解して前記第１および第２
のリンクのための空間処理に使用可能な複数の固有ベクトルを得るように機能的に作用す
る、請求項２２の装置。
【請求項２４】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力通信システムにおける空
間処理を実行する方法：
　第１のリンクを介して受信したＭＩＭＯパイロットを処理し、前記第１のリンクを介し
て受信したデータ送信および第２のリンクを介して送信したデータ送信の両方のための空
間処理に使用可能な複数の固有ベクトルを得る、前記ＭＩＭＯパイロットは、複数の送信
アンテナから送信された複数のパイロット送信を具備する；
　および各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受信器
により識別可能である；
　前記複数の固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第１のデータ送
信に対して空間処理を実行し前記第１のデータ送信のためのデータシンボルをリカバーす
る；
　および前記第２のリンク上に送信する前に前記複数の固有ベクトルを用いて、第２のデ
ータ送信のための空間処理を実行する。
【請求項２５】
　前記固有ベクトルの少なくとも１つを用いて、パイロットシンボルに対して空間処理を
実行し、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モード上へ
送信するためのスチアドパイロットを発生することをさらに具備する、請求項２４の方法
。
【請求項２６】
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　較正を実行して補正因子を得る；および
前記第２のリンク上に送信する前に前記補正因子を用いて、前記第２のデータ送信をスケ
ーリング(scaling)する、請求項２４の方法。
【請求項２７】
　前記ＴＤＤ　ＭＩＭＯ通信システムは、直交周波数分割多重を利用し、前記空間処理は
、複数のサブバンドの各々に対して実行される、請求項２４の方法。
【請求項２８】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）通信システ
ムにおける装置：
　第１のリンクを介して受信したＭＩＭＯパイロットを処理し、前記第１のリンクを介し
て受信したデータ送信および第２のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための
空間処理に使用可能な複数の固有ベクトルを得る手段、前記ＭＩＭＯパイロットは、複数
の送信アンテナから送信された複数のパイロット送信を具備し、各送信アンテナからの前
記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受信器により識別可能である；
　前記複数の固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信された第１のデータ
送信に対して空間処理を実行し、前記第１のデータ送信のためのデータシンボルをリカバ
ーする手段；および
　前記第２のリンクを介した送信前に前記複数の固有ベクトルを用いて、前記第２のデー
タ送信に対して空間処理を実行する手段。
【請求項２９】
　前記固有ベクトルの少なくとも１つを用いて、パイロットシンボルに対して空間処理を
実行し、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネルのための少なくとも１つの固有モー
ド上へ送信するためのスチアドパイロットを発生する手段をさらに具備する、請求項２８
の装置。
【請求項３０】
　較正を実行して補正因子を得る手段；および
前記第２のリンク上に送信する前に前記補正因子を用いて、前記第２のデータ送信をスケ
ーリング(scaling)する手段をさらに具備する、請求項２８の装置。
【請求項３１】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）通信システ
ムにおける装置：
　第１のリンクを介して受信したＭＩＭＯパイロットを処理し、前記第１のリンクを介し
て受信したデータ送信および第２のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための
空間処理に使用可能な複数の固有ベクトルを得るように機能的に作用するコントローラ、
前記ＭＩＭＯパイロットは、複数の送信アンテナから送信された複数のパイロット送信を
具備し、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受信器
により識別可能である；
　前記複数の固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第１のデータ送
信に対して空間処理を実行し、前記第１のデータ送信のためのデータシンボルをリカバー
するように機能的に作用する受信空間プロセッサ；および
　前記第２リンク上に送信する前に前記複数の固有ベクトルを用いて、第２データ送信の
ための空間処理を実行するように機能的に作用する送信空間プロセッサ。　
【請求項３２】
　前記送信空間プロセッサは、さらに前記固有ベクトルの少なくとも一つを用いて、パイ
ロットシンボルに対して空間処理を実行し、前記第２のリンクのためのＭＩＭＯチャネル
の少なくとも一つの固有モード上へ送信するためにスチアドパイロットを発生するように
機能的に作用する、請求項３１の装置。
【請求項３３】
　前記コントローラは、さらに較正を実行し、補正因子を得るように機能的に作用し、前
記送信空間プロセッサはさらに、前記第２のリンク上に送信する前に前記補正因子で前記



(5) JP 2006-504341 A5 2011.6.2

第２のデータ送信をスケーリング(scaling)するように機能的に作用する、請求項３１記
載の装置。
【請求項３４】
　下記を具備する、無線時分割多重化(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ）通信システ
ムにおいて空間処理を実行する方法：
　第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モードを介して受信し
たスチアドパイロットを処理し、前記第１のリンクを介して受信したデータ送信と、第２
のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能な少なくとも
１つの固有ベクトルを得る；
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第１
のデータ送信に対して空間処理を実行する；および
　前記第２のリンク上への送信の前に前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第２
のデータ送信のための空間処理を実行する。
【請求項３５】
　前記第２のリンク上に送信するためのＭＩＭＯパイロットを発生することをさらに具備
し、前記ＭＩＭＯパイロットは、複数の送信アンテナから送信された複数のパイロット送
信を具備し、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受
信器により識別可能である、請求項３４のシステム。
【請求項３６】
　下記を具備する、無線時分割多重化(ＴＤＤ）多重入力多重出力通信システムにおける
装置：
　第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モードを介して受信し
たスチアドパイロットを処理し、前記第１のリンクを介して受信したデータ送信と、第２
のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能な少なくとも
１つの固有ベクトルを得る手段；
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第１のリンクを介して受信した第１のデ
ータ送信に対して空間処理を実行する手段；および
　前記第２のリンク上に送信する前に前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第２
のデータ送信のための空間処理を実行する手段。
【請求項３７】
前記第２のリンク上に送信するためのＭＩＭＯパイロットを発生する手段をさらに具備し
、前記ＭＩＭＯパイロットは、複数の送信アンテナから送信された複数のパイロット送信
を具備し、各送信アンテナからの前記パイロット送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受信
器により識別可能である、請求項３６の装置。
【請求項３８】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ）通信システム
における装置：
　第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モードを介して受信し
たスチアドパイロットを処理し、前記第１のリンクを介して受信したデータ送信と、第２
のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能な少なくとも
１つの固有ベクトルを得るように機能的に作用するコントローラ；
　前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、前記第１のリンクを介して受信した第１
のデータ送信に対して空間処理を実行するように機能的に作用する受信空間プロセッサ；
および
　前記第２のリンク上に送信する前に、前記少なくとも１つの固有ベクトルを用いて、第
２のデータ送信のための空間処理を実行するように機能的に作用する送信空間プロセッサ
。
【請求項３９】
　前記送信空間プロセッサは、さらに、前記第２のリンク上に送信するためのＭＩＭＯパ
イロットを発生するように機能的に作用し、前記ＭＩＭＯパイロットは、複数の送信アン



(6) JP 2006-504341 A5 2011.6.2

テナから送信された複数のパイロット送信を具備し、各送信アンテナからの前記パイロッ
ト送信は、前記ＭＩＭＯパイロットの受信器により識別可能である、請求項３８のシステ
ム。
【請求項４０】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ）通信システム
において空間処理を実行する方法：
　ＭＩＭＯチャネルの１つの固有モードのための正規化された固有ベクトルを用いて、パ
イロットシンボルに対して空間処理を実行し、前記ＭＩＭＯチャネルの前記１つの固有モ
ードを介して送信するための第１のスチアドパイロットを発生する、前記正規化された固
有ベクトルは、同じ大きさの複数のエレメントを含む；および
　前記ＭＩＭＯチャネルの１つの固有モードで送信する前に、前記正規化された固有ベク
トルを用いて、データシンボルに対して空間処理を実行する。
【請求項４１】
　前記１つの固有モードのための非正規化された固有ベクトルを用いて、パイロットシン
ボルに対して空間処理を実行し、前記ＭＩＭＯチャネルの前記１つの固有モードを介して
送信するための第２のスチアドパイロットを発生することをさらに具備する、請求項４０
の方法。
【請求項４２】
　下記を具備する、無線時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）直交周波数
分割多重化（ＯＦＤＭ）通信システムにおいて空間処理を実行する方法：
　第１のリンクを介して受信した第１の送信を処理し、複数のサブバンドの各々のための
固有ベクトルの行列を得る、固有ベクトルの複数の行列は、前記複数のサブバンドに対し
て得られ、前記第１のリンクを介して受信したデータ送信および第２のリンクを介して送
信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能である；および
前記第２のリンク上に送信する前に固有ベクトルの前記複数の行列を用いて、第２の送信
のための空間処理を実行する。
【請求項４３】
　前記固有ベクトルに関連するチャネル利得に基づいて各行列における固有ベクトルを順
番付けする(ordering)ことをさらに具備する、請求項４２の方法。
【請求項４４】
　前記第２の送信は、少なくとも１つの広帯域固有モード上に送信され、前記複数の行列
における固有ベクトルのセットに関連する各広帯域固有モードは、前記順番付けの後同じ
順番を有する、請求項４３の方法。
【請求項４５】
　下記を具備する、時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ）通信システムにお
ける無線チャネルを推定する方法：
　第１のリンクを介して受信したパイロット送信を処理し、前記第１のリンクのためのチ
ャネル応答推定値を得る；および
前記チャネル応答推定値を分解し、前記第１のリンクを介して受信したデータ送信および
第２のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能な固有ベ
クトルの行列を得る。
【請求項４６】
　下記を具備する、時分割多重(ＴＤＤ）多重入力多重出力(ＭＩＭＯ）通信システムにお
ける無線チャネルを推定する方法：
　第１のリンクのためのＭＩＭＯチャネルの少なくとも１つの固有モード上でスチアドパ
イロットを受信する；および
　前記受信したスチアドパイロットを処理し、前記第１のリンクを介して受信したデータ
送信と、第２のリンクを介して送信されたデータ送信の両方のための空間処理に使用可能
な少なくとも１つの固有ベクトルを得る。
【請求項４７】
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　前記処理は、前記スチアドパイロットを発生するために使用されるパイロットシンボル
による変調を除去するために前記受信したスチアドパイロットを復調することを含み、前
記復調されたスチアドパイロットを処理して前記少なくとも１つの固有ベクトルを得る、
請求項４６の方法。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つの固有ベクトルは、最小平均二乗誤差(ＭＭＳＥ）技術に基づいて
得られる、請求項４６の方法。
【請求項４９】
　複数の固有ベクトルが得られ、互いに直交するように強制される、請求項４６の方法。
【請求項５０】
　下記を具備する、アクセスポイントとユーザ端末を含む無線通信システムにおいて、デ
ータ処理を実行する方法：
　前記アクセスポイントと前記ユーザ端末との間の第１のリンクおよび第２のリンクを含
む１つ以上の通信リンクを較正し、較正された第１のリンクおよび較正された第２のリン
クを形成する；
前記較正された第１のリンク上に送信された１つ以上のパイロットに基づいて前記較正さ
れた第１のリンクのためのチャネル応答推定値を得る；および
前記チャネル応答推定値を分解し、前記１つ以上の通信リンクの空間処理に使用可能な１
つ以上の固有ベクトルを得る。
【請求項５１】
　較正は、下記を具備する請求項５０の方法：
　前記１つ以上の通信リンクのためのチャネル応答の推定値に基づいて補正因子の１つ以
上のセットを決定する；および
　前記補正因子の１つ以上のセットを前記第１および第２のリンクに適用して前記較正さ
れた第１および第２のリンクを形成する。
【請求項５２】
　前記較正された第１のリンクのための前記チャネル応答推定値を分解することにより得
られる前記１つ以上の固有ベクトルを用いて前記第１および第２のリンク上のデータ送信
のための空間処理を実行することをさらに具備する、請求項５０の方法。
【請求項５３】
　空間処理を実行することは、前記１つ以上の固有ベクトルを用いて前記第２のリンク上
にスチアドリファレンスを送信することを具備する、請求項５２の方法。
【請求項５４】
　前記１つ以上の固有ベクトルを用いて、１つ以上のパイロットシンボルに対して空間処
理を実行し前記スチアドリファレンスを発生することをさらに具備する、請求項５３の方
法。
【請求項５５】
　下記を具備する、アクセスポイント、およびユーザ端末を含む無線通信システムにおけ
るデータ処理を実行する装置：
　前記アクセスポイントと前記ユーザ端末との間の第１のリンクおよび第２のリンクを含
む１つ以上の通信リンクを較正し、較正された第１のリンクおよび較正された第２のリン
クを形成する手段；
　前記較正された第１のリンクに送信された１つ以上のパイロットに基づいて前記較正さ
れた第１のリンクのためのチャネル応答推定値を得る手段；および
　前記チャネル応答推定値を分解し、前記１つ以上の通信リンクの空間処理に使用可能な
１つ以上の固有ベクトルを得る手段。
【請求項５６】
　較正は、前記１つ以上の通信リンクのためのチャネル応答の推定値に基づいて補正因子
の１つ以上のセットを決定する手段と；および
　前記補正因子の１つ以上のセットを前記第１および第２のリンクに適用し、前記較正さ
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れた第１および第２のリンクを形成する手段を具備する、請求項５５の装置。
【請求項５７】
　さらに、前記較正された第１のリンクのための前記チャネル応答推定値を分解すること
から得られる前記１つ以上の固有ベクトルを用いて前記第１および第２のリンク上にデー
タ送信するために空間処理を実行することをさらに具備する請求項５５の装置。
【請求項５８】
　空間処理を実行することは、前記１つ以上の固有ベクトルを用いて前記第２のリンク上
にスチアドリファレンスを送信することを具備する、請求項５７の装置。
【請求項５９】
　前記１つ以上の固有ベクトルを用いて１つ以上のパイロットシンボルに対して空間処理
を実行し、前記スチアドリファレンスを発生することをさらに具備する、請求項５８の装
置。
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